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兵庫県北播磨県民局
加東土木事務所

平成２４年１０月２５日

資料3

加古川中流圏域河川整備計画

小野・加東ブロック 第四回懇話会

前回の懇談会・地域ブロック懇話会

の概要
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懇談会・地域ブロック懇話会の位置づけ

学識経験者・関係者・関係住民の意
見を地域ブロック毎に聴取し、整備
計画の策定にあたり意見を述べる。

三木ﾌﾞﾛｯｸ

小野・加東ﾌﾞﾛｯｸ

西脇・多可ﾌﾞﾛｯｸ

加西ﾌﾞﾛｯｸ

学識経験者・関係団体・
地場産業

学識経験者・関係団体・
地場産業・関係住民

【懇談会設置目的】
加古川中流圏域の兵庫県管理河川に
ついて河川整備計画を策定するにあ
たり、必要な事項について協議・検
討し、北播磨県民局長に対して意見
を述べることを目的とする。
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第一回 懇談会
（平成14年12月）

第一回 懇談会
（平成14年12月）

懇談会・地域ブロック懇話会 開催概要 １/２

第一回 地域ブロック懇話会
（平成15年３月）

第一回 地域ブロック懇話会
（平成15年３月）

第二回 懇談会
（平成15年10月）

第二回 懇談会
（平成15年10月）

第三回 懇談会
（平成17年3月）

第三回 懇談会
（平成17年3月）

第二回 地域ブロック懇話会
（平成15年7月）

第二回 地域ブロック懇話会
（平成15年7月）

【主な議事】計画趣旨、流域概要

【主な議事】地域ブロック懇話会報告、
過去の洪水、整備区間選定、
改修工法

【主な議事】平成16年10月洪水概要、
目標流量の再設定

【主な議事】計画趣旨、流域概要

【主な議事】過去の洪水、整備区間選定、
改修工法、現場見学
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懇談会・地域ブロック懇話会 開催概要 ２/2

第三回 地域ブロック懇話会
（平成24年3月）

第三回 地域ブロック懇話会
（平成24年3月）

第四回 懇談会
（平成23年12月）

第四回 懇談会
（平成23年12月）

【主な議事】懇談会運営、これまでの経緯、
河川整備計画(原案)

【主な議事】これまでの経緯、
河川整備計画(原案)

第五回 懇談会
（平成24年8月）

第五回 懇談会
（平成24年8月）

【主な議事】河川整備計画の目標に関する
事項、河川の整備と実施に関
する事項

第六回 懇談会
（平成24年12月予定）

第四回 地域ブロック懇話会
（平成24年10月）

第四回 地域ブロック懇話会
（平成24年10月）

【主な議事】河川整備計画の目標に関
する事項、河川の整備と
実施に関する事項

今回
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小野・加東ブロック 第三回懇話会

日時 平成24年3月7日（木） １０：００～１２：００

場所 兵庫県社総合庁舎 本館3階301会議室

委員 13名出席

議事

要旨

◆懇談会運営について

◆これまでの経緯の説明

◆平成16年10月台風23号災害対策の概要と効果

◆平成23年9月台風12号・15号による被害

◆加古川中流圏域河川整備計画(原案)について

◆主な意見

・小田地区の親水公園を早期に手直しして、上から見えるき

れいな東条川を再現してほしい。

・関係機関との調整をした上で、計画を立ててほしい。

・水田やため池も含めた洪水対策の視点もつけ加えていく必

要がある。
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●橋梁管理者と調整しながら、維持管理の中で可能な限り対
応していく。

●土砂、樹木等によって川の流れが阻害されていないか平素
から留意し、治水上問題があると判断した場合には、堆積土
砂撤去や障害物の除去などを行い、河道断面の維持に努め
ていく。

●水質の現状把握について継続して実施していく。また、良
好な水質が維持できるよう、河川清掃活動等を通じて水質に
対する意識向上を図っていく。水質事故が発生した際には関
係機関と連携して、適切に対処していく。

●河川利用の現状として桜づつみを記載するとともに、今後
の河川環境の整備と保全について、人と自然との触れ合いの
場の創出を行っていくことを記載した。

●国土交通省管理区間において計画されている加古川本川
と前谷川との合流点処理に合わせ、前谷川では、流下能力を
向上させる対策として、河床掘削、護岸整備、橋梁架替を行
い、河積の増大を図る。

回答

P１４

P７２

【河川水質について】
・板波橋の水質は改善しているが、坂本橋は変化がないよ
うである。原因は何か。(岸本委員)

P７１～７２【維持管理】
・今田町本庄に整備してもらった潜水橋が被災により使用
できない状況にある、今後の対応を教えて欲しい。 (雲林院
委員)

・支川でも堆積土砂の掘削や伐木などを行ってほしい。(芹
生委員)

P５

P６９～７０

【河川利用について】
・小野市の加古川や千鳥川の桜づつみなど名所を計画の
中に織り込んでもらえると、よりよい河川整備計画になると
思う。 (芹生委員)

P３３～３４【河川の整備と実施に関する事項】
・洪水時に加古川から前谷川に逆流してくるため、樋門の
設置を整備計画に記して欲しい。 (藤岡委員)

素案記載箇所主な意見

第三回地域ブロック懇話会での主な意見に対する回答
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第五回 懇談会

日時 平成24年8月29日（水） 14：00～17：00

場所 兵庫県社総合庁舎 別館4階会議室

委員 ８名出席

議事

要旨

◆河川整備計画の目標に関する事項

◆河川の整備と実施に関する事項

◆主な意見

・既往最大流量が既定計画流量を上回っている区間はどの程

度の割合になるのか教えてほしい。

・河道だけではなく森林や田んぼの保水力を生かした対策を

行っていく必要がある。

・河川整備に当たっては、自然を生かし環境に配慮した方法

を行っていく必要がある。

・山間部の小さな河川における河川整備では、川幅の広い河

川とは違った影響もあるため、慎重に工事をしてほしい。

・河川工事の際は、濁水対策を十分に行ってもらいたい。


